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淡⼭疎⽔・東播疎⽔ 博物館の展⽰資料中に先⼈の願いを⾒た 
 
江⼾時代は農業経済であった。⼟地はあるのに⽔がない。仕⽅
なく畑としての利⽤となっているが、⽔が引けさえすれば畑
を⽣産性の⾼い⽔⽥に変えていくことができる。その⽔に対
する強い願いの歴史がこの博物館（兵庫県稲美町）から伝わっ
てくる。 
 
 
以下には、着⼿に⾄らなかった江⼾時代の計画に関する資料を⽰す。 
 

 
 

 
 
 



 
 

 
 
右から左へ（⻄から東へ、流れは東から⻄） 



 

 



左端が取⽔⼝ 

 
 
 
⽂政９年（１８２６年）の計画 
 
本計画に関する⽂書は疎⽔博物館にはないとのことでした。 


